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1. はじめに 

今後，各種センサーが身の周りに普及すると，保守，運

用の観点から，無線による複数台の端末への同時電力供

給手段が望まれるようになると考えられる．しかし，従来の

代表的な無線給電技術である電磁誘導方式では，送電側

と受電側の距離が近接している必要があり，離れた場所へ

の給電ができない．そこで本研究では，距離が１～２ｍ離れ

ていても給電が可能な磁界共鳴方式[1]を用いて複数台の

端末へ給電を行うシステムの検討を行った． 

2. 複数同時給電と時分割給電 

SP-PS 構成磁界共鳴回路[2]を用いて複数給電の可能性

検証を行った．式(1)は， 𝐶𝑠 + 𝐶𝑝を一定として𝐶𝑠: 𝐶𝑝の比を

変化させることで結合係数の変化に対して最適負荷を一定

にすることができる SP-PS回路の特性式[2][3]である． 

𝑅𝐿 = 𝑟2√1 + (𝑘𝑄)2 (
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)
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本稿では，複数端末への給電において同時給電と時分割

給電を比較する．ここでは簡単のため図１のように電源コイ

ルと２つの端末コイルが一直線上に並ぶ配置を考える．受

電側の２つのコイルは同じ形状のものとした．また時分割給

電は，一方の受電側回路のスイッチをオフ（シミュレーショ

ンではオフ抵抗 100MΩ を挿入）することにより他方を選択

し給電する． 

3. シミュレーションによる比較 

無線電力伝送の効率は幾つかの定義が利用されている
が，ここでは式(2)による効率 ηを用いた． 
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この η は RS = RL = 50Ω とした時に二端子対伝送回路の 

|S21|2 に一致する．最適負荷を一定とすれば式(1)により使
用するコンデンサ比が求まるが，本研究では寄生抵抗の値
が違うため，送電側と受電側のコンデンサ比が異なってい
る ． シ ミ ュ レーシ ョ ン に用いた条件では 𝐶𝑠1: 𝐶𝑝1 ，
𝐶𝑠2: 𝐶𝑝2(𝐶𝑠3: 𝐶𝑝3)をそれぞれ 9:6，11:4とした． 

シミュレーションでは，理論的な最大効率に近い値が出

せる結合係数を採用した．即ち直線上で電源コイル𝐿1から

コイル𝐿2までの距離を 11cm，コイル𝐿3までの距離をその半

分の 5.5cmとして行った．この結果を図 2に示す．青色の

点線が同時給電時のそれぞれの端末への効率である．赤

色の実線は 𝐿3側をオフにしたときの𝐿2側への効率であり，

黄色の実線が， 𝐿2側をオフにしたときの 𝐿3側への効率で

ある． 

4. まとめ 

本研究では，距離の離れた状態にある複数の端末への

給電を実現するために，SP-PS構成磁界共鳴回路を用い

て検討を行った．複数同時給電と受電側回路をスイッチで

選択し給電する時分割給電を比較し，時分割給電の有効

性を確認した． 

表 1 シミュレーション条件 

電源電圧 𝑉𝑖𝑛 1 [V] 

共振周波数 𝑓0 785.5 [kHz] 

負荷抵抗 RL 50 [Ω] 

コイル 𝐿1 55.0 [μH] 

コイル 𝐿2, 𝐿3 54.5 [μH] 

コンデンサ 𝐶𝑠 + 𝐶𝑝 0.75 [nF] 

寄生抵抗 𝑅1 1.1 [Ω] 

寄生抵抗 𝑅2. 𝑅3 1.5 [Ω] 

 

 
図 1 シミュレーション回路図 

 

 
図 2 シミュレーション結果 
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